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第四地区住民自治協議会広報誌              ２０２３年４月（第６４号） 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

✰第四地区は「諏訪町」「西後町」「県町」「南県町」「妻科」「新田町」の６町で構成されています✰ 

世帯数／令和４年度世帯数調査による 

人 口／長野市企画課統計資料による 

発 行     ２０２３年（令和５年）４月１日 

発 行 責 任 者    長野市権堂町２２０１-２０ 権堂イーストプラザND１階 

第四地区住民自治協議会会長 

                  電  話 ０２６-２６２-１３６５ 

印 刷    有限会社 長野プリントサービス 

20２３.３.1 現在 第四地区現況 （ ）前年比 

世帯数／2,３７５戸（10０.０％） ±０ 

人口／2,６３６人（９８．１％） -４８人 

令和５年度がスタートします 
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今年度 住民の皆さまに参加して頂きたい 

行事（予定）一覧（時期が近付いたら全戸配布チラシ等でお知らせします） 

事業名 開催予定期日 参加頂ける方・費用・申し込み方法 

環境・安全関連施設 

見学会 

 

６月の平日 

どなたでも・参加費５００円（全行程大型

バス、昼食付）・事前申し込み 

第四地区全６町合同 

防災訓練 

 

９月～１１月の土曜日 

どなたでも・参加費無料（おみやげ付）・

当日現場に集合 

スポーツ（ペタンク又はマレットゴ

ルフ）大会 

 

６月～１１月の土曜日 

どなたでも・参加費無料（全員に賞品、

今年は昼食付）・事前申し込み 

 

いきいき交流会 

 

１０月の平日 

７５歳以上の方・参加費５００円（昼食、お

みやげ付）・事前申し込み 
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本紙新年号で紹介した「早起き体操裾花会」。約４０年間、毎年４月から１０月まで、雨の日も風の日

も、土曜、日曜、祝日も、お盆の４日間を除く毎日、実に８千日以上にわたって、県庁北側広場（憩いの

広場）で綿々と続けられてきた伝統あるラジオ体操と健康体操のサークルです。 

ここ数年は参加者数が低迷し、毎日１０名そこそこの参加という状況が続いていましたが、今年から、

うるおい館様が協賛して頂くこととなり、参加者数の増加が期待されます。 

協賛内容は【早起き体操に参加１０回でうるおい館の入浴が１回】というものです！ 

また、今年は毎月第２、第４金曜日の１０時から、うるおい館横の白岩マレットゴルフ場でラジオ体操

をする会を開催し、参加するとうるおい館の入浴券がもらえる集いを開催する予定です。 

これらに参加するための入会手続き、会費などは一切不要です。参加できる時に参加するという、い

つでも誰でもが簡単に楽しめる集いです。早朝の気持ちいい空気を吸いながら体操をして、うるおい

館で汗を流してみませんか？ 

予予  告告!!!!  
第２回マレットゴルフ大会 

昨年初めて開催した「第１回第四

地区マレットゴルフ大会」が好評だ

ったため、今年も開催することが決

定しました。今年から、うるおい館様

が協賛企業となって、賞品等にご協

力頂けることとなりました。 

詳細は、４月下旬に全戸配布チラシでご案内しますが、大

会の詳細を先行してお伝えします。本紙が届き次第、先行

受付を開始しますので、どしどしお申込み下さい。 

【開催日時】令和５年６月１０日（土）９：００集合 

【場 所】妻科「白岩マレットゴルフ場」 

【参加資格】第四地区にお住いの方ならどなたでも 

         （用具をお持ちでなくても参加可能です） 

【賞 品】優勝、準優勝、第３位等 他全員に豪華賞品 

【参 加 費】無 料（昼食付） 

【出場者数】先着３０名様（お申し込み多数の場合は定員 

を増やします） 

【お申込み】第四地区住民自治協議会事務局まで「氏名」 

「住所」「電話番号」「年齢」を明記し、葉書、 

Ｆａｘ又は e-mail でお申込み下さい。 

（電話受付は致しませんのでご注意下さい） 

昨
年
の
大
会 

の
模
様 

《詳しいことのお問い合わせ・お申込み先》 

第四地区住民自治協議会ＭＧ係（担当／手塚、櫻井） 

〒380-0833 長野市権堂町 2201-20 権堂イーストプラザＮＤ１階 

Ｆａｘ 262-1365     ｅ-ｍａｉｌ dai4@feel.ocn.ne.jp 

お申し込みは Fax 又は e-mail で５月２０日（土）までです 

待
っ
て
る
よ
！ 
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と の 

違いって知っていますか？ 

災害が発生すると、「身を守るために『避難場所』に避難して下さい」とか、「自宅で生活できなくなっ

た人が『避難所』に身を寄せ合っています」等という報道を見たり、聞いたりしたことは多いと思います。

しかしここで言う、「避難場所」と「避難所」の違いを明確に知っている方は非常に少なく、いざという時

に戸惑う人が多いようです。そこで今回は、いざという時に戸惑わずに行動できるように、簡単に「避難

場所」と「避難所」の違いを説明します。 

とは？ とは？ 

   
 河川氾濫、土砂災害等が発生しそうな時

に、自分の身を守るために避難（逃げる）す

る場所が「避難場所」です。場所は、ハザード

マップなどにも表記されていますが、本紙で

も何回かお伝えしたとおり、身を守るために

避難する場所は指定場所にとらわれず、自

宅に近い、安全と思われる場所を日頃から

避難場所として決めておき、その場所に避

難することが重要なことです。 

 河川の氾濫等によって被災（家屋倒壊、床上

浸水等）し、しばらくの間、自宅で生活するこ

とが不能になった時、一時的に生活をするた

めに被災者を受け入れるのが「避難所」です。

災害が発生している時には開設されません。

災害が治まった後に、自宅が被災し、自宅で

の生活が不可能になった方々を受け入れる

施設として開設されるのが「避難所」です。 

命を守るために避難する場所（避難場所）を、日頃から家族間で共有し

ておき、万が一の時は早急にそこに避難することが重要なことです。 

避難所とは 自宅が被災し、自宅での

生活が不可能になった方々を受け入れ

る施設として開設されるもの（学校の体育

館、大型の公民館等） 

避難場所とは 差し迫った自然災害か

ら命を守れると判断して避難する（逃げ

る）場所（家屋の２階以上、高台、頑丈な建物等） 

避避
難難
場場
所所  
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広告枠 
（縦７ｃｍ横１７ｃｍ） 

第四地区では地区内のホテルを「避難所」

とする取り組みを始めます 

（前ページから続く） 第四地区内の避難所（自然災害によって自宅が被災し、しばらくの間、自宅での

生活が不能になった方が一時的に生活する場所）は「後町ホール」の１箇所が指定されていて、ハザード

マップにも記載されています。しかし、「後町ホール」は河川氾濫時の避難場所には適さない場所になっ

ており、そこを避難所にすることはいかがなものか、という意見があります。 

そこで、第四地区住民自治協議会では、第四地区内に主として裾花川の氾濫によって自宅が被災し

た方が一時的に避難して生活して頂く場として、「犀北館ホテル」と「ホテル国際２１」を『短期避難所』と

して両ホテルと協定を結ぼうと動き出しました。

この協定は話し合いが順調に行けば令和５年８月１日に発効する予定です。 

【協定の内容】 

１． 裾花川が氾濫し、床上浸水、家屋倒壊（流出）の被害が発生した方（以下「被災者」という）が対象。 

２． 被災者は被害発生の日から最大７日間、「犀北館ホテル」、「ホテル国際２１」のいずれか希望する施

設の客室に余裕がある時、当該施設を避難所とすることができる。 

３． 被害が発生した時は、居住する町（区）の区長に被害発生を連絡し、区長は現地を確認し、自宅での

生活が不能と判断したときは、被災者が希望するホテルに短期避難所として受け入れることを要

請し、受諾されたら被災者にその旨を伝える。 

４． 被災者は当該ホテルで、被災した旨を伝え、ホテルはツインルームを準備し、被災者は２名単位（場

合によって３名単位）でツインルームを避難所とする。 

５． 第四地区住民自治協議会はこれに伴う宿泊料（食事は除く）を最大６泊分負担する。 

６． 宿泊以外の経費（食事等）は被災者の負担とする。 

７． 被災者が７日を超えても、避難所を要する場合は、行政と相談して善後策を採る。 


